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国
土
交
通
省
は
２
０
２
０
年
を
目
途
に
、「
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
土

砂
・
流
木
捕
捉
効
果
の
高
い
透
過
砂
防
堰
堤
等
の
整
備
（
約
７
０
０
渓
流
）、
多
数
の
家
屋
や
重
要
な

施
設
の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
の
河
道
の
掘
削
等
（
約
３
０
０
㌔
㍍
）
に
加
え
て
、「
洪
水
に
特

化
し
た
低
コ
ス
ト
の
水
位
計
の
設
置
」
を
約
５
８
０
０
カ
所
で
進
め
る
計
画
だ
。
防
災
や
水
利
の
専
門

家
と
し
て
政
府
や
自
治
体
の
検
討
委
員
を
務
め
て
い
る
中
央
大
学
理
工
学
部
都
市
環
境
学
科
の
山
田
正

教
授
に
、
河
川
洪
水
災
害
の
防
止
と
水
位
計
測
に
つ
い
て
聞
い
た
。

―
―
水
位
計
の
広
範
囲
な
設
置

が
国
の
予
算
で
計
画
さ
れ
た
経
緯

は
。「

こ
れ
ま
で
水
位
計
は
主
に
国

土
交
通
省
所
管
の
１
級
河
川
に
設

置
さ
れ
自
治
体
管
理
河
川
に
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え

ば
、『
水
防
法
』
や
『
河
川
法
』

に
危
機
管
理
が
主
目
的
の
水
位
計

の
設
置
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
だ
。

現
在
、
危
機
管
理
と
い
う
言
葉

は
、
法
律
に
は
ま
だ
書
か
れ
て
い

な
い
が
、
国
民
に
は
自
然
災
害
に

備
え
る
こ
と
と
し
て
定
着
し
た
。

洪
水
で
膝
ま
で
水
に
つ
か
っ
た
ら

助
か
ら
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
き

た
。
水
防
法
も
何
度
か
改
正
さ

れ
、
１
千
年
に
１
度
の
水
害
で
の

氾
濫
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

国
民
に
見
せ
る
よ
う
、
ま
た
国
の

デ
ー
タ
を
地
元
に
開
示
す
る
よ
う

に
変
え
ら
れ
た
。
近
年
の
動
き
の

中
で
き
め
細
か
い
河
川
管
理
と
地

元
に
適
切
な
情
報
を
出
す
た
め
、

多
数
の
水
位
計
の
設
置
が
必
要
と

な
っ
た
。
人
命
を
守
り
川
を
守
る

た
め
、
氾
濫
情
報
の
た
め
、
水
位

計
の
ま
と
ま
っ
た
数
で
の
設
置
が

決
め
ら
れ
た
。

水
位
は
中
小
河
川
で
も
、
雨
が

降
ら
な
く
て
も
ど
の
位
流
れ
て
い

る
か
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基

本
デ
ー
タ
で
あ
る
。
３
６
５
日
ち

ゃ
ん
と
デ
ー
タ
が
と
れ
る
シ
ス
テ

ム
が
必
要
だ
。
１
級
河
川
で
も
地

形
に
よ
っ
て
は
左
右
の
支
流
の
水

の
流
れ
込
み
量
が
違
う
場
合
が
あ

る
の
で
、
支
流
ま
で
の
観
測
が
必

要
で
あ
る
」

―
―
中
小
河
川
に
設
置
す
る
水

位
計
に
望
ま
れ
る
の
は
。

「
自
治
体
が
管
理
し
て
い
る
河

川
の
維
持
管
理
予
算
は
わ
ず
か
し

か
な
い
。
新
た
に
設
置
す
る
水
位

計
は
定
期
的
な
点
検
を
行
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
維
持

管
理
を
行
う
前
提
の
現
状
装
置
で

は
良
く
な
い
。
屋
外
に
設
置
す
れ

ば
落
雷
に
よ
っ
て
故
障
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
落
雷
に
強
い
も
の

を
作
る
と
過
剰
な
仕
様
に
な
り
や

す
い
。
絶
対
に
壊
れ
な
い
よ
う
な

も
の
を
目
指
す
よ
り
、
壊
れ
た
時

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
（
死
活
監
視
機

能
）
を
加
え
た
方
が
良
い
。

故
障
し
た
か
ど
う
か
伝
わ
ら
な

い
場
合
が
問
題
だ
。
雨
が
降
ら
な

い
場
合
、
水
位
に
は
変
化
が
な

く
、
セ
ン
サ
ー
故
障
が
生
じ
て
も

発
見
で
き
な
い
。
平
常
時
に
水
位

セ
ン
サ
ー
を
自
己
診
断
で
き
る
機

能
が
な
け
れ
ば
、
誤
報
に
よ
る
新

た
な
人
為
的
２
次
災
害
を
生
む
こ

と
に
な
る
。
危
機
管
理
用
セ
ン
サ

ー
全
て
に
対
し
、
設
置
し
た
ら
終

わ
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
配

慮
が
必
要
だ
。

良
い
も
の
に
取
り
換
え
る
仕
組

み
に
す
れ
ば
、
納
入
す
る
企
業
が

よ
り
良
い
も
の
を
作
る
。
安
く
て

信
頼
性
の
高
い
も
の
を
選
び
、
技

術
革
新
が
止
ま
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

水
位
計
の
仕
様
も
全
国
一
律
に

せ
ず
、
地
方
整
備
局
ご
と
に
技
術

を
競
わ
せ
れ
ば
良
い
。
地
域
に
よ

っ
て
気
候
が
違
う
。
寒
い
と
こ
ろ

や
降
雪
地
で
は
太
陽
電
池
や
蓄
電

池
な
ど
に
工
夫
を
こ
ら
す
必
要
が

あ
る
。
水
位
デ
ー
タ
の
送
信
は
携

帯
電
話
網
を
利
用
す
る
予
定
だ

が
、
大
手
１
社
と
だ
け
組
む
と
、

シ
ス
テ
ム
障
害
が
起
き
た
ら
デ
ー

タ
が
一
切
届
か
な
く
な
る
危
険
が

あ
る
。
基
本
デ
ー
タ
が
失
わ
れ
た

ら
大
変
な
の
で
、
隣
接
局
は
別
の

会
社
シ
ス
テ
ム
に
す
る
方
が
危
機

管
理
上
は
良
い
」

―
―
多
数
設
置
し
た
水
位
計
の

デ
ー
タ
処
理
は
。

「
水
位
計
は
ロ
ー
テ
ク
で
は
あ

る
が
、
数
多
く
設
置
さ
れ
る
の
で

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理
の
ハ
イ
テ
ク

が
必
要
に
な
る
。
も
し
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
専
門
に
分
析
す
る
役
所
の
組

織
も
必
要
に
な
る
。
洪
水
で
な
い

時
の
デ
ー
タ
も
し
っ
か
り
分
析
す

る
こ
と
、
例
え
ば
気
象
観
測
と
合

わ
せ
て
、
同
じ
降
雨
量
な
の
に
水

位
の
上
が
り
方
が
異
常
に
早
い
場

合
な
ど
の
事
例
を
見
つ
け
て
、
な

ぜ
違
う
の
か
分
析
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
降
雨
流

出
の
理
解
と
デ
ー
タ
の
信
頼
性
が

上
が
る
。
国
交
省
の
各
地
方
整
備

局
に
は
洪
水
予
報
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
が
、
常
に
中
央
で
監
視
し
て
研

究
・
分
析
す
る
全
国
組
織
が
必
要

だ
」―

―
水
位
計
測
を
受
け
て
の
避

難
指
示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
。

「
１５
年
９
月
の
鬼
怒
川
洪
水
時

に
避
難
し
な
か
っ
た
人
へ
の
調
査

を
学
生
が
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、

『
上
流
の
河
川
水
位
を
見
て
今
回

は
大
丈
夫
と
思
っ
た
』
と
の
答
え

が
あ
っ
た
。
上
流
は
幅
広
く
、
下

流
の
狭
い
と
こ
ろ
で
溢
れ
た
。
そ

の
川
の
特
徴
を
良
く
把
握
し
警
報

を
す
べ
き
だ
。
大
雨
で
な
く
て
も

上
流
で
降
っ
て
異
常
に
水
位
が
上

が
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
防
災
教
育
も
、
自
然
現
象
を

勉
強
す
る
良
い
題
材
と
な
る
の
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
誰
が
責
任
を
持
っ

て
指
示
す
る
か
が
不
明
確
な
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
利
根
川
流
域
に

は
１
２
０
０
万
人
が
住
ん
で
い

る
。
氾
濫
す
る
ま
で
は
国
が
管
理

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
氾
濫
し

た
ら
自
治
体
の
責
任
と
な
っ
て
い

る
。
上
流
で
溢
れ
た
場
合
、
下
流

域
の
住
民
避
難
は
誰
が
誘
導
す
る

の
か
定
か
で
な
い
。

内
閣
府
で
東
京
都
の
江
戸
川

区
、江
東
区
、葛
飾
区
、足
立
区
、

墨
田
区
の
下
流
５
区
で
２
０
０
万

人
に
広
域
避
難
を
さ
せ
よ
う
と
検

討
し
て
い
る
が
、
指
揮
官
が
不
明

瞭
だ
。
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
を

動
か
す
強
大
な
権
限
を
誰
か
に
与

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
国
な
の

で
、
大
規
模
自
然
災
害
時
に
も
指

揮
系
統
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
電

車
で
避
難
せ
よ
と
い
っ
て
も
、
事

業
者
に
指
示
が
で
き
な
い
。
指
示

命
令
系
統
の
確
立
と
、
Ｉ
Ｔ
・
人

工
知
能
を
活
用
し
た
避
難
の
方
法

を
編
み
出
す
べ
き
だ
と
思
う
」

―
―
河
川
以
外
の
洪
水
警
報
の

課
題
は
。

「
下
水
道
に
よ
る
内
水
氾
濫
も

多
い
の
で
下
水
道
へ
の
水
位
計
の

よ
り
多
い
設
置
が
望
ま
れ
る
。
分

流
式
下
水
道
の
場
合
、
汚
水
管
に

雨
水
が
入
る
と
処
理
場
が
あ
ふ
れ

る
と
い
っ
て
、
下
手
に
止
め
る
と

内
水
氾
濫
す
る
。
予
算
が
な
い
と

言
わ
ず
に
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ

る
」
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河
川
洪
水
災
害
防
止
と
水
位
計
測
の
重
要
性

中
央
大
学
理
工
学
部

都
市
環
境
学
科
教
授

山
田
正
氏
に
聞
く

正
確
な
氾
濫
情
報
を
把
握
し

国
民
を
守
る
危
機
管
理
を
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